花に寄せる亡妻哀悼―大伴旅人、萩の歌を中心に― by 小西, 里沙
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































らむ時にしとは妙な注文を付けたものだ 」と疑問を示した上で、「まあ柑当時候もよく らう此の萩の花 散る頃は、
自分の病気
も癒らうから思ひ立つてと、
卿は楽しい予望を描いてみたもの
だ。」と述べる。
現在は、
契沖説、
または金子説のどちらかに従
うものが多い。
しかし、旅人の「時し」の用例、
世間は空しきものと知る時し
いよよますます悲しかりけり
を思い合わせると、わざわざ「散らむ時にし」と強調するのは並々ならぬ意図があって ことではないかと思える。
かつて旅人は「散るべく」なった梅や
萩を見て、
要の存在を希
求していた。
都に焔り、
また萩の季節が巡っ
て来ようとした時、
旅人は大宰府に居たときと同じように変を思ったのであろう。
し
かし、
都の家で日々要の死を実感しながら一
人券らす
旅人の心に
は、「見む人もがも」と
いう希求表現を使うようなゆとりは残さ
れていなかったはずである
そこで、「手向け」を持ち出したの
ではないか。
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1
佐保過ぎて奈良の手向けに世
＜幣は妹を目離れず相見
しめと
ぞ
2
百足らず八十隈坂に手向けせば過ぎにし人にけだし逢はむかも
(3四二七、
刑部垂麻呂）（9-七三
l)
4梅の花しだり柳に折り交え花に供へば君に逢はむかも
相見しめとぞ
(311100、
虻屈王）
(9一九0四）
5いかならむ名負ふ神にし手向けせば我が思ふ妹を夢にだに見
む(
11ニ四一八）
6我妹子や夢に見え来と大和道の渡り瀬ごとに手向けぞ我がす
る
12-—ニニ八、
駐旅発思）
7
……碩波山手向けの神に
幣奉り
我が祈ひ祐まく
はしけや
し君が直香を
ま幸くもありた廻り
月立たば時もかはさず
なでしこが花の
盛り
に
(17四00八、
大伴池主〉
手向けに関わる用例を見てみると
、旅
の安全祈願だけではなく｀
右のように人
と会うことを願う例が多
いことに気
がつく。坂本信
幸氏「萩の花さきてありや」（「論朱古代文学と説邑、和泉野院、平成二）に既に指摘があるが、
この手向けは、
亡要に逸うことを願っ
ての
ものとみ
るべきではないか。「手向け」をして、
再会を願わずに
はいられない、
より深まった旅人の孤愁がこの歌から読み取れる
3山科の石田の社に幣悛かばけだし
我妹
に直に逢はむかも
ように思う。
以上から、
終焉歌二首は、
先に考察した二首を受けて、「萩の
花散らむ時」に極まった嘆きをうたったものと理解される。
亡瑛
挽歌をうたいあげた後も、
悲しみは尽きなかったのであろう。最
期に残した歌からも、
花に寄せて要を思う姿が見えてくる。
それからほどなく、「萩
の花散らむ時
j
を待たず、
七月二五日、
旅人は資人達に看取 れて息を引き取った。
天平三年の辛未の秋の七月に大納言大伴卿の押んぜし時の歌六首
はしきやし栄えし君のいましせば昨日も今日も我を召さまし
(3四五四）
●
かくのみにありけるものを萩 花咲きてありやと問ひし君はも
（四五五）（四五七）（四五八）
右の五首は、
資人余明軍、
犬馬の恭に勝へずして、
心の
中に感緒ひて作る歌
彼の死を悼んだこの歌からは、
最期まで萩の花を気に懸け
てい
みどり子の佃ひた廻り朝夕に哭のみぞ我が泣
く君なしにして
速長く仕えむものと思へ
りし君しまさねば心どもなし
（四五六）
君に恋ひいたもすべなみ琺鶴の哭のみし泣かゆ朝夕にしてを
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111 
た事がうかがわれる。花に寄せて亡要を思いつつ、
一生を終えた
のであろう。
六結
旅人の亡瑛哀悼の在り方は、
日本宙紀にある次のような記事を
思わせる。
皇太子、
造媛俎逝ぬと聞きて、愴然傷恒みたまひて、
哀泣み
たまふこと極めて甚なり。
是に、
野中川原史滴、
進みて歌を
奉る。歌ひて日はく、
山川に
駕菊二つ居て
偶よく
偶へる妹を
誰か率に
けむ
其一。
本毎に
花は咲けども
何とかも
愛し妹が
また咲き
出来ぬ
其二。
皇太子、慨然頻嘆き褒美めて円はく 「善きかな、悲しきかな」といふ。
乃ち御琴を授けて唱はしめたまふ。絹四匹・布二十
端・綿二裂賜ふ。
（孝徳紀
大化五年一二月〉
后を亡くした中大兄の嘆きを臣下が歌で見事に表し
た、
という
記事である。其二の歌に注目したい。木ごとに咲く様々な花を見るごとに、装を思い出し、
喪失を嘆くのである。
春は栴、夏は橘、
秋は萩と時々の花 見つつ要をIII心つていた旅人の姿 、
この歌は
孤なる。花に寄せて亡き人を思
う。
それは、
もっとも根源的で素
(h7) 
朴な亡要哀悼の形態であったのではないか。
注(1)初句「我が丘に」にも亡要への思いを読みとるぺきかもしれな
い。
この「我が丘」を、
都府楼背後の大野山とみる説がある
（讀匹
だ諒』）。大野山は旅人にとっ
て、
要が非られた絶えず
心にかかる山であった(UOだ芍埠茫如討戟殻蹂翌も。
鴻巣
氏の説 従えば、
この二首も亡要を偲ぴつつ大野山を見やりな
がら生まれたものかもしれない。
(2)東歌のさを鹿の例は、．次の通り。
さを鹿の伏すや革むら見えずとも子ろがかな門よ行かくしえしも
(14三五三0)
一四五一、二にうたわれる素材、表現のうち、「さを鹿」、「花
要」、「見む人も も」は、
いずれも束歌にも用例がある。また、
「花」をうたう防人歌二首、
時々の花は咲けども何すれぞ母とふ花の咲き出来ずけむ
(20四三二三）
父母も花にもがもや草枕旅は行くとも枠ごて行かむ
（四三二五）
には、花になぞえて母や父を偲ぶという表現が見られる。
この
表現も旅人歌とどこか似通っている。旅人は、
大宰的として東
国防人に接していたことも十分に考えられ、東国歌と旅人歌の類似は、偶然とは言い難いものがある。防人になりきって悲別の情をうたった息子家持のように、要亡き悲しみを防人の用いた表現に重ねていたのかもしれない。
(3)この恋の対象の変化について、吉永登「秋萩の恋」（『万葉集研
究」第三集、
昭和四九）は、「萩の咲く頃牡艇が雌廊を求めて
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閲くとい
う事実の描写から、
曲折を経て男鹿が萩を思うとか、
恋うという発想が生まれた」とい
い、
その過渡期にあたるのが
一五四一番歌であると指摘している。
(4)自らの心情に風物を引き寄せる歌い方は、
沿の原に嗚＜疎鶴は我がごとく妹に恋ふれや時わかず嗚＜
(6九六一）
田の声を、
自分の亡要への思いに結ぴつけたこの歌にも見られ
る
。
(5)旅人は、
楳と雪、
ホトトギスと揉、
萩と鹿、
と夫紺に見立てら
れる素材を組み合わせてうたうこ が多 。
この素材の選び方
にも、
亡要へ
の思いがにじみ出ているのかもしれない。
(6)旅人が何故太宰府で要の死の実感がこもった歌 残さなかった
のかは、
OO味深い問題である。梅花の宴など公的な場では、
表
だって亡き要を
偲ぶ表現を用いなかった旅人であるか
ら、
帥と
して
公に生きる意繊が第一にあったのかもし
れな
い。
あるいは、
要を葬った大野山の傍にあれたこ
とが、
彼を支えていたのか。
要のいる大野山を残し、
京へ向か
うことは、
身を切られるよう
な悲しみ 伴 と想像される。
(7
)
そして、
この亡要哀悼の形懇は、
彼の息子家持に受け継がれて
い
く
。我が
やどに花ぞ咲きたる
そを見れど心もゆかず
はし
きやし妹がありせば
水籾なすふたり並び居
手折りて
も見せま ものを
うつせみの偕れる身にあれば
露窃
の消ぬるがごとく
あしひきの山逍をさ
して
入り日な
す阻りにしか
ば
そこ思ふに胸こそ痛き
酋ひも得ず名
（こにし
りさ
岡山大学大学院社会文化科学研究科）
づけも知らず六六）時はしもいつもあらむを心痛くい行く我妹かみどり子を位きて
（四
六七）
出でて
行く道知らませばあらかじめ妹を留めむ関
も訟か
ま
しを
（四六八）
999999999999999999999999
 
妹が見しやどに花咲き時は経ぬ我が泣く涙いまだ千なくに
（四六九）
家持の亡妾挽歌の一部には、
花に寄せて亡妾
を偲ぶ長歌と反
歌が並ぶ。
このように花を見て、
共にあった要を偲ぶ
ことを主
題とする挽歌は、
旅人以前にはな
い。
家持は、
父の
残した亡要
哀悼歌を｀
深く心に刻んでいた
のであろう。
また、
家持だけでなく、
旅人のもう一人の息子である柑持も
父の想いを理解して
いたかもしれない。
杏持の歌、
全一三首に
用いられた素材は、
橘 棟｀、
指と、
旅
人の亡装哀悼歌の素材と
孤なる。
さらに、世持の死は、
萩の花で飾られてうたわれており、
萩の花を気にかけつつ逝った父の姿に重なる
。
このような父子
の表現 糾承については、
別に栢を構えたい。
跡もなき世阿にあれば
為むすぺもなし
（四
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